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理数アカデミー 自由研究成果発

表会＆キャリア学習会  
 １１月１７日(日)、日立市教育プラザを会場にして行われ

た自由研究成果発表会＆キャリア学習会について紹介します。

これは、2024年度の「自由研究コース」の受講生がそれぞれ

取り組んだ自由研究１１件の成果発表と、受講生１２人によ

る「これまでの自分」「これからの自分」発表も行われました。 

 研究発表者と研究内容は右図の通りです。 

 開会行事では、来賓の日立市教育研究会大貫理科教育研究

部長から「科学研究の大切さを共有しましょう」と挨拶があ

りました。 

 発表者は、この１年間或いはそれ以上の期間研究してきた

ことを発表しました。研究テーマは、環境に関することや生

物に関すること、物理・化学に関することなど多様でした。

ユニークだったのは、「バス運行情報による交通流データの収

集」、「効率よく記憶する勉強法」です。いずれのテーマも一

人一人が身近なところから見つけたテーマについて、理科ク

ラブの講師のアドバイスを参考にしながら、実

験器具を作ったり、実験方法を工夫したりしな

がら研究を進めたことが伝わってきました。 

 都合で、発表できない受講生に代わって、講

師が内容紹介する取り組みもありました。受講

生と講師が一体となって研究に取り組んでいる

のを感じました。 

 発表後には質疑が行われました。受講生や保護者からの多くの、そして鋭い質問に対して発表者が自信を

もって答えていたのが印象的でした。研究がし

っかりと身に付いている、自分のものになって

いると思いました。 

 発表者の中には、オンラインでの発表もあり

ました。｢画面共有｣機能を使って資料を提示し、

わかりやすい発表ができました。質疑も同様に

行われました。ネットを使いこなしていて、だ

れでも、どこにいても研究に参加できることを実感しました。 

 自由研究発表のまとめとして、日立市教育委員会斉藤指導主事から講評がありまし

た。質疑を通して研究が深まること、発明王のトーマスエジソンを例に、失敗をおそ

れず粘り強く続けることの大切さをお話くださいました。 

 後半のキャリア学習の発表は、昨年までは、自分の経験を踏まえ受講生にメッセー

ジを発する講師の発表もありましたが、今年は、受講生が夢を語る発表でした。リモートを使った発表も多

くありました。一緒に学習している仲間が夢に向かって取り組んでいることを聞くのは、受講生、保護者、

講師にとっても刺激になりました。多くの質問が寄せられたのは期待と関心の高さだと思いました。 

 最後に、瀧澤代表理事から、受講生、家庭が上手にリードしてくれれば理科クラブとしてできるだけのサ

ポートをしていくこと、理科クラブは自ら考える力をこれからも大事にしていく、と講評がありました。 

一人一人が夢や希望に向かって努力するのを少し具体化できる場になった発表会だったと思います。 
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